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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第２期
第２四半期
連結累計期間

第３期
第２四半期
連結累計期間

第２期

会計期間
自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日

自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日

自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日

売上高 (百万円) 22,414 23,101 48,519

経常利益 (百万円) 1,712 1,060 4,182

親会社株主に帰属する四半期
(当期)純利益

(百万円) 1,564 830 3,350

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 1,544 921 2,897

純資産額 (百万円) 20,995 21,940 22,047

総資産額 (百万円) 37,572 41,124 39,924

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 12.78 6.92 27.40

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 55.9 53.4 55.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 3,173 2,818 216

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,096 △847 △2,173

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △555 923 △1,072

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 12,928 11,273 8,379
 

　

回次
第２期
第２四半期
連結会計期間

第３期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成27年７月１日
至 平成27年９月30日

自 平成28年７月１日
至 平成28年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 9.36 1.28
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

３　売上高には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営んでいる事業の内容に重要な

変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

当社グループの事業系統図は次のとおりとなっております。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事

業等のリスク」について重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】　

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

 

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新興国経済に弱さが見られるなか、輸出、生産はおおむね横

ばいで推移しており、企業収益は高い水準にあるものの改善に足踏みがみられ、設備投資の持ち直しの動きにも足

踏みがみられます。個人消費は、雇用情勢の改善、雇用者所得の緩やかな改善のなか総じて底堅い動きとなってお

り、景気には弱さもみられますが基調としては緩やかな回復が続いています。

公共投資につきましては、国の平成28年度一般会計予算では、補正予算措置が講じられ、補正後の公共事業関係

費は前年度を上回っています。当四半期における公共工事請負金額は前年比増と底堅い動きとなっており、先行き

については補正予算による押し上げ効果が見込まれます。

このような状況におきまして、当社グループ全体で受注活動に取り組んだ結果、当第２四半期連結累計期間の受

注高は、383億９千２百万円（前年同四半期比40.3％増）となりました。ニューマチックケーソン工事をはじめとす

る建設事業での順調な受注獲得が主な要因であります。

当第２四半期連結会計期間の主要な受注は、以下のとおりであります。

（建設事業）

・ニューマチックケーソン工事　清水・竹中土木・足立ＪＶ「広川ポンプ場（官」

・コンクリートの新設橋梁工事　国土交通省東北地方整備局「大沢第１橋外上部工工事」

・橋梁の補修補強工事　東日本高速道路株式会社「東北自動車道広瀬川橋床版取替工事」

・一般土木工事　株式会社中村組「平成２８年度東海環状大木橋梁下部工事」

（鋼構造物事業）

・鋼構造の新設橋梁工事　兵庫県「（国）２号　和坂拡幅　林崎橋上部（工場製作）工事」

売上につきましては、大きな工程の遅れもなく進捗が順調に推移したことにより、売上高は231億１百万円（前年

同四半期比3.1％増）となりました。また、受注残高につきましては、上記の受注および売上の状況により、554億

１千６百万円（前年同四半期比14.7％増）となりました。

　損益面では、売上総利益は29億８千万円（前年同四半期比14.1％減）、営業利益は10億４千７百万円（前年同四

半期比38.6％減）、経常利益は10億６千万円（前年同四半期比38.1％減）となり、親会社株主に帰属する四半期純

利益は８億３千万円（前年同四半期比46.9％減）となりました。

なお、セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

① 建設事業

当セグメントの売上高は195億５千５百万円（前年同四半期比0.2％増）、セグメント利益(営業利益)は12億２千

８百万円（前年同四半期比31.4％減）となりました。

② 鋼構造物事業

当セグメントの売上高は、34億９千８百万円（前年同四半期比22.7％増）、セグメント損失(営業損失)は６千１

百万円（前年同四半期はセグメント利益(営業利益)４千７百万円）となりました。

③ その他

太陽光発電による売電事業により、売上高は４千７百万円（前年同四半期比22.2％増）、セグメント利益(営業利

益)は１千６百万円（前年同四半期比101.7％増）となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における総資産は411億２千４百万円となり、前連結会計年度末に比べ11億９千９百

万円増加いたしました。

　流動資産は、前連結会計年度末に比べ2.4％増加し、309億９千１百万円となりました。これは、受取手形・完成

工事未収入金が18億４千８百万円減少しましたが、現金及び預金が28億９千４百万円増加したことなどによるもの

であります。

　固定資産は、前連結会計年度末に比べ5.1％増加し、101億３千２百万円となりました。

　流動負債は、前連結会計年度末に比べ3.5％減少し、130億円となりました。これは、未成工事受入金が13億９千

９百万円増加しましたが、支払手形・工事未払金が10億６千４百万円、預り金が４億４千７百万円減少したことな

どによるものであります。

　固定負債は、前連結会計年度末に比べ40.3％増加し、61億８千３百万円となりました。これは長期借入金が17億

８千５百万円増加したことなどによるものであります。

　純資産は、前連結会計年度末に比べ0.5％減少し、219億４千万円となり、自己資本比率は53.4％となりました。

 

(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、112億７千３百万円（前

年同四半期比12.8％減）となりました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のと

おりであります。

 

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は28億１千８百万円（前年同四半期比11.2％減）

となりました。これは主に仕入債務の減少10億６千４百万円、売上債権の減少32億４千７百万円、税金等調整前四

半期純利益10億８千万円によるものであります。

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は８億４千７百万円（前年同四半期比22.7％減）

となりました。これは主に有形固定資産の取得による支出７億１千９百万円によるものであります。

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の増加は９億２千３百万円（前年同四半期は５億５千５

百万円の減少）となりました。これは主に配当金の支払額７億２千６百万円がありましたが、長期借入れによる収

入20億円によるものであります。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における当社グループが支出した研究開発費の総額は、１億７千万円であります。な

お、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 138,809,400

計 138,809,400
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成28年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年11月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 122,513,391 122,513,391
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は100株であります。

計 122,513,391 122,513,391 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成28年７月１日～
平成28年９月30日

― 122,513,391 ― 1,000 ― 453
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(6) 【大株主の状況】

平成28年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

日本トラスティ・サービス信
託銀行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海１丁目８－１１ 10,637 8.68

日本マスタートラスト信託銀
行株式会社（信託口）

東京都港区浜松町２丁目１１－３ 5,794 4.73

ＮＯＭＵＲＡ　ＰＢ　ＮＯＭ
ＩＮＥＥＳ 　ＬＩＭＩＴＥ
Ｄ　ＯＭＮＩＢＵＳ－ＭＡＲ
ＧＩＮ（ＣＡＳＨＰＢ）
（常任代理人　野村證券株式
会社）

１　ＡＮＧＥＬ　ＬＡＮＥ，　ＬＯＮＤＯ
Ｎ， 　ＥＣ４Ｒ 　３ＡＢ， 　ＵＮＩＴＥ
Ｄ　ＫＩＮＧＤＯＭ
（東京都中央区日本橋１丁目９－１）

2,735 2.23

日本トラスティ・サービス信
託銀行株式会社（信託口９）

東京都中央区晴海１丁目８―１１ 1,356 1.11

ＪＰ　ＭＯＲＧＡＮ　ＣＨＡ
ＳＥ　ＢＡＮＫ　３８５１５
１
（常任代理人　株式会社みず
ほ銀行決済営業部）

２５　ＢＡＮＫ　ＳＴＲＥＥＴ，　ＣＡＮ
ＡＲＹ　ＷＨＡＲＦ，　ＬＯＮＤＯＮ，　
Ｅ１４　５ＪＰ，　ＵＮＩＴＥＤ　ＫＩＮ
ＧＤＯＭ
（東京都港区港南２丁目１５－１　品川イ
ンターシティＡ棟）

1,177 0.96

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１丁目６番１号 963 0.79

ＳＴＡＴＥ　ＳＴＲＥＥＴ　
ＢＡＮＫ　ＷＥＳＴ　ＣＬＩ
ＥＮＴ　－　ＴＲＥＡＴＹ　
５０５２３４
（常任代理人　株式会社みず
ほ銀行決済営業部）

１７７６ 　ＨＥＲＩＴＡＧＥ 　ＤＲＩＶ
Ｅ， 　ＮＯＲＴＨ 　ＱＵＩＮＣＹ， 　Ｍ
Ａ　０２１７１，Ｕ．Ｓ．Ａ．
（東京都港区港南２丁目１５－１　品川イ
ンターシティＡ棟）

881 0.72

ＣＨＡＳＥ　ＭＡＮＨＡＴＴ
ＡＮ　ＢＡＮＫ　ＧＴＳ　Ｃ
ＬＩＥＮＴＳ　ＡＣＣＯＵＮ
Ｔ　ＥＳＣＲＯＷ
（常任代理人　株式会社みず
ほ銀行決済営業部）

５ＴＨ　ＦＬＯＯＲ，　ＴＲＩＮＩＴＹ　
ＴＯＷＥＲ　９，　ＴＨＯＭＡＳ　ＭＯＲ
Ｅ　ＳＴＲＥＥＴ　ＬＯＮＤＯＮ，　Ｅ１
Ｗ　１ＹＴ，　ＵＮＩＴＥＤ　ＫＩＮＧＤ
ＯＭ
（東京都港区港南２丁目１５－１　品川イ
ンターシティＡ棟）

878 0.72

ＤＥＵＴＳＣＨＥ 　ＢＡＮ
Ｋ　ＡＧ　ＬＯＮＤＯＮ－Ｐ
Ｂ　ＮＯＮ－ＴＲＥＡＴＹ　
ＣＬＩＥＮＴＳ　６１３
（常任代理人　ドイツ証券株
式会社）

ＴＡＵＮＵＳＡＮＬＡＧＥ　１２，Ｄ－６
０３２５　ＦＲＡＮＫＦＵＲＴ　ＡＭ　Ｍ
ＡＩＮ，ＦＥＤＥＲＡＬ　ＲＥＰＵＢＬＩ
Ｃ　ＯＦ　ＧＥＲＭＡＮＹ
（東京都千代田区永田町２丁目１１番１
号　山王パークタワー）

836 0.68

双日株式会社 千代田区内幸町２丁目１－１ 730 0.60

計 ― 25,989 21.21
 

(注) １　上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。

　　 日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）　　 10,637千株

　　 日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）　　　　 5,794 〃

　　 日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口９）　　1,356 〃

２　上記のほか当社所有の自己株式2,804千株(2.29％)があります。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成28年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式  ―
 

― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式 2,804,300
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 119,399,400
 

1,193,994 ―

単元未満株式 普通株式 309,691
 

― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数  122,513,391
 

― ―

総株主の議決権 ― 1,193,994 ―
 

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が5,200株(議決権52個)含

まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式50株及び当社所有の自己株式96株が含ま

れております。

 

② 【自己株式等】

平成28年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
ＯＳＪＢホールディングス
株式会社

東京都江東区豊洲五丁目６
番52号

2,804,300 ― 2,804,300 2.29

計 ― 2,804,300 ― 2,804,300 2.29
 

 

２ 【役員の状況】

　　　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に準拠して作成し、「建設業法施行規則」(昭和24年建設省令第14号)に準じて記載しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成28年７月１日から平成

28年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 8,379 11,273

  受取手形・完成工事未収入金 18,390 16,542

  未成工事支出金 300 548

  材料貯蔵品 138 146

  繰延税金資産 580 588

  立替金 2,279 973

  その他 235 939

  貸倒引当金 △22 △20

  流動資産合計 30,279 30,991

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 865 835

   機械及び装置（純額） 2,886 2,807

   土地 3,767 4,225

   建設仮勘定 219 136

   その他（純額） 136 136

   有形固定資産合計 7,875 8,141

  無形固定資産 117 263

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,323 1,410

   破産更生債権等 640 640

   繰延税金資産 117 111

   その他 262 256

   貸倒引当金 △692 △690

   投資その他の資産合計 1,651 1,727

  固定資産合計 9,644 10,132

 資産合計 39,924 41,124
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形・工事未払金 7,646 6,582

  1年内返済予定の長期借入金 - 214

  1年内償還予定の社債 100 100

  未払金 1,191 1,423

  未払法人税等 326 185

  未成工事受入金 1,321 2,721

  預り金 1,358 910

  工事損失引当金 422 348

  完成工事補償引当金 252 227

  その他 849 285

  流動負債合計 13,469 13,000

 固定負債   

  長期借入金 - 1,785

  社債 250 200

  繰延税金負債 407 434

  退職給付に係る負債 3,748 3,761

  その他 2 2

  固定負債合計 4,407 6,183

 負債合計 17,877 19,183

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,000 1,000

  資本剰余金 453 453

  利益剰余金 21,247 21,350

  自己株式 △311 △611

  株主資本合計 22,390 22,192

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 117 180

  退職給付に係る調整累計額 △460 △432

  その他の包括利益累計額合計 △342 △252

 純資産合計 22,047 21,940

負債純資産合計 39,924 41,124
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

売上高   

 完成工事高 22,414 23,101

売上原価   

 完成工事原価 18,945 20,121

売上総利益   

 完成工事総利益 3,468 2,980

販売費及び一般管理費 ※1  1,762 ※1  1,932

営業利益 1,706 1,047

営業外収益   

 特許権使用料 5 14

 受取保険料 - 28

 その他 28 29

 営業外収益合計 33 72

営業外費用   

 支払利息 3 0

 前受金保証料 14 17

 設備復旧費用 - 28

 その他 10 12

 営業外費用合計 27 59

経常利益 1,712 1,060

特別利益   

 固定資産売却益 - 20

 特別利益合計 - 20

税金等調整前四半期純利益 1,712 1,080

法人税、住民税及び事業税 28 351

過年度法人税等 - △96

法人税等調整額 119 △4

法人税等合計 147 250

四半期純利益 1,564 830

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,564 830
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

四半期純利益 1,564 830

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △24 63

 退職給付に係る調整額 3 27

 その他の包括利益合計 △20 90

四半期包括利益 1,544 921

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 1,544 921

 非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 1,712 1,080

 減価償却費 394 504

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △77 41

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △5 △4

 完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 3 △24

 工事損失引当金の増減額（△は減少） △99 △74

 受取利息及び受取配当金 △5 △8

 支払利息 3 0

 固定資産売却損益（△は益） - △20

 売上債権の増減額（△は増加） 4,741 3,247

 たな卸資産の増減額（△は増加） △168 △257

 仕入債務の増減額（△は減少） △2,328 △1,064

 立替金の増減額（△は増加） △232 1,306

 未払金の増減額（△は減少） △406 194

 未収消費税等の増減額（△は増加） 19 △461

 未払消費税等の増減額（△は減少） 156 △575

 その他 △81 △515

 小計 3,626 3,370

 利息及び配当金の受取額 5 12

 利息の支払額 △3 △0

 法人税等の支払額 △455 △563

 営業活動によるキャッシュ・フロー 3,173 2,818

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 投資有価証券の取得による支出 △576 △0

 有形固定資産の取得による支出 △512 △719

 有形固定資産の売却による収入 - 22

 無形固定資産の取得による支出 △18 △158

 敷金の回収による収入 5 8

 敷金の差入による支出 △1 △2

 その他 6 3

 投資活動によるキャッシュ・フロー △1,096 △847

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 長期借入金の返済による支出 △15 -

 長期借入れによる収入 - 2,000

 社債の償還による支出 △50 △50

 配当金の支払額 △489 △726

 自己株式の取得による支出 △0 △300

 財務活動によるキャッシュ・フロー △555 923

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,520 2,894

現金及び現金同等物の期首残高 11,408 8,379

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  12,928 ※1  11,273
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

(会計方針の変更)

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号　平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物

附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、当第２四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。
 

 

(追加情報)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。
 

 
(四半期連結損益計算書関係)

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

従業員給料及び賞与 912百万円 915百万円

退職給付費用 37 〃 41 〃
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)
　
※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に記載されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

現金及び預金 12,928百万円 11,273百万円

現金及び現金同等物 12,928百万円 11,273百万円
 

 

(株主資本等関係)
　
Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日
定時株主総会

普通株式 489 4.00 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月29日
定時株主総会

普通株式 726 6.00 平成28年３月31日 平成28年６月30日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】
　
Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　(単位：百万円)

 
報告セグメント

その他 計 調整額
四半期連結
損益計算書
計上額建設事業

鋼構造物
事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 19,524 2,850 22,375 38 22,414 ― 22,414

セグメント間の内部売上高
又は振替高 23 41 64 ― 64 △64 ―

計 19,548 2,891 22,440 38 22,478 △64 22,414

セグメント利益 1,791 47 1,839 8 1,847 △140 1,706
 

　(注)１ 調整額は、以下のとおりであります。

　　　セグメント利益の調整額は、各セグメントに配賦していない全社費用△140百万円が含まれております。全

社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費、当社（ＯＳＪＢホールディングス㈱）及び連結子会社

（㈱白石ホームズ）における発生費用であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　第１四半期連結会計期間より、太陽光発電による売電事業を開始しております。当該事業の開始により報告セ

グメントに含まれない事業セグメント「その他」を追加しております。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　(単位：百万円)

 
報告セグメント

その他 計 調整額
四半期連結
損益計算書
計上額建設事業

鋼構造物
事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 19,555 3,498 23,054 47 23,101 ― 23,101

セグメント間の内部売上高
又は振替高 48 11 60 ― 60 △60 ―

計 19,603 3,510 23,114 47 23,161 △60 23,101

セグメント利益又は損失(△) 1,228 △61 1,166 16 1,182 △134 1,047
 

　(注)１ 調整額は、以下のとおりであります。

　　　セグメント利益の調整額は、各セグメントに配賦していない全社費用△134百万円が含まれております。全

社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費、当社（ＯＳＪＢホールディングス㈱）及び連結子会社

（㈱白石ホームズ）における発生費用であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

　１株当たり四半期純利益金額 　12円78銭 6円92銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益金額(百万円) 1,564 830

   普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(百万円)

1,564 830

   普通株式の期中平均株式数(千株) 122,485 120,048
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年11月11日

ＯＳＪＢホールディングス株式会社

取締役会  御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   櫻   井   紀   彰   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   川   口   靖   仁   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＯＳＪＢホール

ディングス株式会社の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成28

年７月１日から平成28年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年９月30日まで）

に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、

四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＯＳＪＢホールディングス株式会社及び連結子会社の平成28年９

月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況

を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
 

 

EDINET提出書類

ＯＳＪＢホールディングス株式会社(E01358)

四半期報告書

22/22


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第２四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第２四半期連結累計期間

	(3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

